
基
本
方
針
１

　

地
方
創
生
の
推
進

　

人
口
減
少
へ
の
対
応
は
、
本
市
に
お
け
る

喫
緊
の
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
取

り
組
ん
で
き
た
「
な
が
と
成
長
戦
略
」
を
柱

に
、「
し
ご
と
」「
う
ご
き
」「
ひ
と
」「
ま

ち
」
づ
く
り
の
好
循
環
の
流
れ
を
創
出
す
る

た
め
実
効
性
の
高
い
施
策
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

基
本
方
針
２

　

５
つ
の
重
点
施
策「
元
気
の
取
組
」

　
「
な
が
と
創
生
」
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で

の
７
つ
の
重
点
施
策
の
成
果
を
継
承
し
、
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
「
５
つ
の
元
気
」
と
し

て
新
た
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
長
門
の
ま
ち

を
も
っ
と
元
気
に
、「
全
国
に
誇
れ
る
ま
ち
」

を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

※
国
に
お
い
て
成
立
し
た
平
成
27
年
度
補
正

　

予
算
で
は
、「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実

　

現
に
向
け
た
緊
急
対
応
と
し
て
「
地
方
創

　

生
加
速
化
交
付
金
」
が
措
置
さ
れ
、「
な

　

が
と
創
生
」
に
向
け
て
果
敢
に
挑
戦
し
レ

　

ベ
ル
ア
ッ
プ
の
加
速
化
を
図
る
た
め
、
平

　

成
27
年
度
補
正
予
算
と
合
わ
せ
た
一
体
的

　

な
予
算
と
し
て
編
成
し
て
い
ま
す

平
成
28
年
度
予
算
の
概
要

　
２
月
22
日
に
開
会
し
た
３
月
定
例
市
議
会
で
、
大
西
市
長
が
平
成
28
年
度
施
政
方
針
を

表
明
し
、予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
の
基
本
理
念
や
主
要
な
施
策
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
平
成
28
年
度
予
算
と
主
要
な
施
策
の
概
要
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

議場に立つ大西市長
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な
が
と
元
気
創
生
予
算

は
じ
め
に

　

私
は
「
至
誠
一
貫
」
を
座
右
の
銘
と
し

て
い
ま
す
。「
至
誠
に
し
て
動
か
ざ
る
者

は
、
未
だ
之
有
ら
ざ
る
な
り
」、
も
と
も

と
は
中
国
の
儒
学
者
、
孟
子
の
言
葉
で
、

松
陰
先
生
が
松
下
村
塾
の
塾
生
に
贈
っ
た

言
葉
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。「
誠
意

を
尽
く
せ
ば
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
も
必

ず
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
意
味

で
す
が
、「
誠
意
を
持
っ
て
一
つ
の
事
に

継
続
的
な
努
力
を
行
え
ば
、
や
が
て
道
が

拓
け
、
目
標
の
達
成
に
つ
な
が
る
」
と
私

な
り
に
解
釈
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、

２
期
目
の
市
政
に
お
い
て
初
め
て
の
予
算

編
成
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
４
年
間
を
見
据
え
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
そ
の
責
任
の
重
さ
を
実
感
し
、
改
め
て

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

本
市
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し

く
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
山
積
し
て

い
ま
す
が
、「
至
誠
一
貫
」、
こ
の
言
葉
を

常
に
心
に
留
め
、
私
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
チ
ー
ム
な
が
と
を
構
築
し
、
全
国
に
誇

れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
て
、
引
き
続

き
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
国
に
お
い
て
は
第
３
次
安
倍
改

造
内
閣
が
、「
希
望
を
生
み
出
す
強
い
経

済
」、「
夢
を
つ
む
ぐ
子
育
て
支
援
」、「
安

心
に
つ
な
が
る
社
会
保
障
」
の
「
新
・
三

本
の
矢
」
に
よ
る
「
一
億
総
活
躍
社
会
」

実
現
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
に
お
い
て
も
、
村
岡
知
事
の
も

と
、「
活
力
み
な
ぎ
る
山
口
県
」
の
実
現

を
目
指
し
、
人
口
減
少
を
克
服
し
、
地
域

の
活
力
を
維
持
・
向
上
さ
せ
て
い
く
山
口

県
発
の
地
方
創
生
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
国
・
県
を
挙
げ
た
地
方

創
生
の
取
組
が
進
む
中
、
本
市
で
は
、
人

口
の
現
状
と
将
来
展
望
を
示
し
た
「
長
門

市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
加
え
、
国
・
県
に

先
駆
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
「
な
が
と
成

長
戦
略
」
を
は
じ
め
と
し
た
取
組
を
一
つ

に
ま
と
め
た
「
長
門
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
27
年
10
月
末
に

策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
、
本
市

の
最
上
位
計
画
と
し
て
、
29
年
度
か
ら
10

年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
第

２
次
長
門
市
総
合
計
画
」
の
策
定
も
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

28
年
度
は
、
本
市
が
置
か
れ
て
い
る
危

機
的
な
状
況
か
ら
脱
け
出
し
、「
な
が
と

創
生
」
へ
向
け
て
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
く

次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
位
置
付
け
て
お

り
、「
長
門
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
く
、
よ
り
実
効
性

の
高
い
施
策
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
着

実
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
、「
選
択
と
集
中
」
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
徹
底
し
て
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

人件費
3,572,328
 （16.6％）

   扶助費
3,143,162
  （14.6％）

   公債費
2,884,861
 （13.4％）

その他
840,342
  （3.9％）

普通建設事業費
    3,776,672
      (17.6％）

災害復旧事業費
   3,300
   （0.0％）

物件費
2,915,324
（13.5％）

補助費等
2,358,852
（11.0％）

繰出金
2,015,159
（9.4％）

 

維持補修費
 　　  193,131
積立金　　  211
貸付金   93,482
投資及び出資金
          527,322
予備費  26,196

義務的経費
 9,600,351
　　（44.6％）

    その他の経費
  8,129,677
（37.8％）

歳出総額
21,510,000

投資的経費
3,779,972
  （17.6％）

平成28年度 一般会計予算の構成（単位：千円）

市税
3,567,480
（16.6％） 諸収入

572,790
（2.7％）

その他
1,071,916
 （5.0％）

県支出金
1,731,835
（8.1％）

　市　債
3,366,700
  （15.7％）

地方交付税
8,250,000
（38.4％）

その他
919,800
   （4.1％）

歳入総額
21,510,000

自主財源
 5,212,186
     （24.3％）

依存財源
　　16,297,814
　　　（75.7％）

分担金及び負担金
　　  　153,220
使用料及び手数料
        　486,484
財産収入 44,054
寄附金　 80,001　
繰入金  308,156
繰越金               1

地方譲与税    190,000
利子割交付金   10,000
配当割交付金   20,000
株式等譲渡所得割交付金
                      10,000
地方消費税交付金
                    630,000
ゴルフ場利用税交付金
                         7,000
自動車取得税交付金
                       40,000
地方特例交付金
                         9,000
交通安全対策特別交付金
                         3,800

国庫支出金
2,029,479
（9.4％）

会計別 予算額
（単位：千円）

前年度予算額
（単位：千円）

増減額
（単位：千円）

対前年度伸率
（単位：％）

一般会計 21,510,000 20,988,000 522,000 2.5
特別会計 10,891,322 10,850,005 41,317 0.4
　国民健康保険事業 6,016,518 5,998,448 18,070 0.3

　湯本温泉事業 93,234 93,990 ▲ 756 ▲ 0.8

　介護保険事業 3,968,429 3,945,278 23,151 0.6

　電気通信事業 152,461 142,272 10,189 7.2

　後期高齢者医療事業 660,680 670,017 ▲ 9,337 ▲ 1.4

公営企業会計
　水道事業

　　収益的収入 753,263 739,100 14,163 1.9

　　収益的支出 744,460 721,796 22,664 3.1

　　資本的収入 443,092 126,071 317,021 251.5

　　資本的支出 799,160 489,376 309,784 63.3

　下水道事業

　　収益的収入 1,687,203 - -

　　収益的支出 1,683,459 - -

　　資本的収入　　 1,563,303 - -

　　資本的支出　　 1,852,326 - -

注：下水道事業は、これまで特別会計「公共下水道事業」「漁
　 業集落排水事業」「農業集落排水事業」でしたが、平成
　 28 年度から公営企業会計「下水道事業」に移行しました
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地
方
創
生
の
推
進

１ 

な
が
と
成
長
戦
略
の
更
な
る
加
速

　
「
長
門
の
手
つ
か
ず
の
自
然
と
長
門
の
人
・

自
然
に
対
す
る
や
さ
し
さ
」
を
基
本
と
し
た

統
一
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
と
、
競
争
力
の
あ
る

高
付
加
価
値
型
商
品
の
開
発
や
販
路
の
拡
大

に
取
り
組
み
、
総
合
戦
略
の
重
点
施
策
に
位

置
付
け
、
所
得
の
向
上
と
雇
用
の
創
出
を
目

指
し
ま
す
。

重
点
取
組　

16
億
８
、０
１
０
万
円

　
「
な
が
と
ブ
ラ
ン
ド
」
の
育
成
に
向
け
、「
一

市
一
農
場
構
想
」
の
推
進
な
ど
、
生
産
か
ら

加
工
、
販
売
ま
で
の
一
体
的
な
取
組
を
行
い
、

高
付
加
価
値
型
商
品
の
安
定
供
給
体
制
づ
く

り
と
供
給
量
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

加
工
品
等
開
発
体
制

「
な
が
と
Ｌラａ
ｂボ

」
構
築
事
業

地
域
産
品
開
発
事
業

農
業
法
人
複
合
経
営
推
進
事
業　

な
ど

　

農
林
水
産
物
な
ど
の
直
売
所
の
整
備
を
進

め
、「
な
が
と
物
産
合
同
会
社
」
を
司
令
塔
に
、

「
な
が
と
ブ
ラ
ン
ド
」
の
大
都
市
圏
へ
の
販
売

や
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
、
全
国
展
開
を
図

り
ま
す
。

仙
崎
地
区
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
整
備
事
業

水
産
物
等
直
売
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
運
営
事
業

農
産
物
直
売
所
の
運
営
支
援
事
業　

な
ど

大
都
市
圏
へ
の
販
路
開
拓

地
域
資
産
の
活
用
に
よ
る
高
付
加
価
値

型
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発

　

何
度
で
も
行
っ
て
み
た
く
な
る
魅
力
都
市
・

長
門
を
創
出
す
る
た
め
、
温
泉
街
の
活
性
化
や

観
光
客
の
利
便
性
の
確
保
な
ど
、
長
門
が
誇
る

自
然
と
文
化
の
魅
力
度
を
向
上
さ
せ
る
取
組
に

よ
り
、さ
ら
な
る
観
光
客
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

仙
崎
ま
ち
な
か
金
子
み
す
ゞ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
事
業

空
き
旅
館
活
用
支
援
事
業

戦
略
的
情
報
発
信
事
業　

な
ど　

観
光
資
産
の
魅
力
創
出
と
連
携

　

有
機
農
業
の
普
及
啓
発
や
棚
田
で
の
自
然

栽
培
米
の
供
給
基
地
化
な
ど
、
安
心
・
安
全

な
農
水
産
物
の
生
産
・
供
給
体
制
を
整
備
し
、

「
な
が
と
ブ
ラ
ン
ド
」
の
目
に
見
え
る
安
心
・

安
全
化
を
推
進
し
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
食
づ
く
り
推
進
事
業

伝
統
野
菜
等
販
売
戦
略
事
業

畜
産
堆
肥
活
用
持
続
型
農
業
推
進
事
業 

な
ど

安
心
・
安
全
な
食
づ
く
り
の
推
進

　
「
な
が
と
ブ
ラ
ン
ド
」
や
魅
力
あ
る
観
光
資

産
を
い
つ
ま
で
も
絶
や
さ
な
い
た
め
に
、
各

産
業
に
お
け
る
後
継
者
の
確
保
対
策
を
充
実

さ
せ
、
そ
の
育
成
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
ま

ち
の
元
気
を
創
出
し
て
い
き
ま
す
。

創
業
等
支
援
事
業

畜
産
新
規
就
農
者
早
期
経
営
安
定
対
策
事
業

漁
業
就
業
者
経
営
自
立
化
促
進
事
業 

な
ど

後
継
者
・
承
継
者
の
確
保
お
よ
び
新
規

就
業
の
創
出

仙崎地区グランドデザイン基本計画に基づき、仙崎のまちなみ整備と並行して、現在の
青海島観光基地に整備が予定されている「道の駅」機能を有する農林水産物などの直売
所およびレストランの建設工事に着手します（仙崎地区グランドデザイン整備事業）

２　

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の

切
れ
目
な
い
支
援

こ
れ
ま
で
の
子
育
て
支
援
策
に
新
た
な
施
策

を
加
え
る
こ
と
で
更
に
環
境
を
充
実

　

核
家
族
化
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
希
薄

化
の
進
行
に
よ
り
、
子
育
て
に
不
安
を
抱
い

て
い
る
母
親
世
代
が
増
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
と
し
て
、
い
つ
で
も
相
談
で

き
る
体
制
や
母
親
同
士
の
集
え
る
場
所
が
必

要
で
す
。

　

ま
た
、１
世
帯
あ
た
り
の
子
ど
も
の
数
は
、

子
育
て
環
境
に
加
え
て
親
の
就
労
環
境
に
左

右
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
共
働
き
家
庭
の
多
い

本
市
で
は
、
子
育
て
と
仕
事
が
両
立
で
き
る

環
境
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
医
療

費
負
担
軽
減
や
多
子
世
帯
へ
の
保
育
料
軽
減

を
は
じ
め
と
し
た
継
続
的
な
経
済
支
援
を
行

う
な
ど
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境

整
備
に
引
き
続
き
努
め
、
出
生
率
の
向
上
を

目
指
し
ま
す
。

　

本
市
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
前
面
に
出
し

た
教
育
環
境
や
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
中

で
の
子
育
て
環
境
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
都
市
部
に
は
な
い
長
門
市
な
ら
で

は
の
特
徴
あ
る
教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

重
点
取
組　

23
億
２
、６
４
９
万
円

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　

就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
医
療
費
助
成
に
加

え
、
新
た
に
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
を
創

設
し
、
市
内
す
べ
て
の
小
学
生
を
対
象
に
、

医
療
費
の
自
己
負
担
額
（
３
割
相
当
額
）
を

助
成
し
ま
す
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
「
産
前
産
後

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
仮
称
）」
を
開
設

し
、
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

す
る
こ
と
で
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
へ
の

不
安
を
抱
え
る
妊
産
婦
や
そ
の
家
族
へ
の
切

れ
目
な
い
支
援
を
行
い
ま
す
。

そ
の
他
の
事
業　

予
防
接
種
事
業

縁
結
び
対
策
事
業

妊
婦
健
康
診
査

母
子
支
援
事
業　

な
ど

結
婚
・
出
産
を
応
援
す
る
地
域
づ
く
り

子
ど
も
の
生
活
支
援
事
業

　

子
ど
も
の
将
来
が
そ
の
生
ま
れ
育
っ
た
環

境
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
食
育

に
よ
る
生
活
支
援
を
実
施
し
ま
す
。
安
価
で

簡
単
に
で
き
る
献
立
表
の
作
成
や
、
ひ
と
り

親
世
帯
を
対
象
と
し
た
食
に
関
す
る
講
座
や

学
習
支
援
を
行
い
ま
す
。

ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
事
業

　

ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言
を
行
う
こ
と
で
、

林
業
や
木
材
産
業
の
一
層
の
振
興
と
発
展
を

図
る
こ
と
を
市
内
外
に
宣
言
、
関
係
団
体
や

企
業
と
連
携
し
、
新
た
な
商
品
開
発
や
木
育

な
ど
を
進
め
、
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。
新

生
児
へ
の
地
元
産
木
材
を
使
用
し
た
木
の
お

も
ち
ゃ
の
贈
呈
や
、
木
育
キ
ャ
ラ
バ
ン
な
ど

を
実
施
し
、
木
の
温
も
り
に
触
れ
る
機
会
を

創
出
し
ま
す
。

そ
の
他
の
事
業　

食
育
を
通
じ
て
の
地
域
子
育
て
推
進
事
業

放
課
後
児
童
対
策
事
業

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業　

な
ど

自
然
と
触
れ
合
う
子
育
て
環
境
づ
く
り

学
校
図
書
館
支
援
員
配
置
事
業

　

学
校
図
書
館
支
援
員
（
１
人
）
を
配
置
し
、

学
習
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
自
由
に
本
が

読
め
る
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
を
行
い
ま
す
。

小
・
中
学
校
施
設
耐
震
化
事
業

　

児
童
・
生
徒
の
安
全
・
安
心
な
学
習
環
境
の

整
備
を
図
る
た
め
、
小
・
中
学
校
屋
体
吊
天
井

の
落
下
防
止
工
事
を
行
い
ま
す
（
深
川
小
・
日

置
小
・
神
田
小
・
菱
海
中
）。

そ
の
他
の
事
業　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進
事
業

油
谷
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

創
立
15
周
年
記
念
公
演
開
催
事
業　

な
ど

地
域
に
開
か
れ
た
教
育
環
境
の
整
備
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５
つ
の
重
点
施
策

「
元
気
の
取
組
」

基
本
理
念

　

長
門
市
が
一
丸
と
な
っ
た
「
チ
ー
ム
な
が

と
」
を
構
築
し
、「
全
国
に
誇
れ
る
ま
ち
を

創
る
」
と
い
う
こ
と
を
具
現
化
し
て
い
く
た

め
の
５
つ
の
「
元
気
の
取
組
」
を
重
点
的
に

進
め
ま
す
。
長
門
の
ま
ち
を
も
っ
と
元
気
に

す
る
と
と
も
に
、市
民
の
「
夢
」
を
「
実
感
」

に
変
え
て
い
き
ま
す
。

重
点
施
策
１

活
力
あ
る
産
業
を
築
く

水
産
環
境
保
全
創
造
事
業

　

藻
場
な
ど
を
造
成
し
、
資
源
管
理
と
漁
獲

量
の
増
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
漁
業
者
の
所
得

向
上
を
図
り
ま
す
。

■
予
算
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

　

財
政
課
財
政
係　
　
　

℡
23
‐
１
２
５
４

観
光
基
本
計
画
策
定
事
業

　

観
光
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で

の
基
本
方
針
や
方
策
を
計
画
と
し
て
策
定

し
、本
市
の
観
光
振
興
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

ク
ル
ー
ズ
誘
致
事
業　

　

大
型
客
船
の
寄
港
を
誘
致
す
る
こ
と
で
、

地
域
経
済
へ
の
波
及
と
知
名
度
ア
ッ
プ
に
よ

る
観
光
客
誘
致
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
事

業
な
ど　

全
108
事
業

重
点
施
策
２

暮
ら
し
の
安
心
・
住
み
よ
さ
を
築
く

長
門
市
地
域
公
共
交
通
推
進
事
業

　

持
続
可
能
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

再
構
築
を
目
指
し
て
、
地
域
公
共
交
通
計
画

に
基
づ
き
、
公
共
交
通
不
便
地
域
に
お
け
る

移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
公
共
交
通
運

行
に
係
る
経
費
を
補
助
。
ま
た
、
次
期
計
画

と
な
る
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
策
定
を
進

め
ま
す
。

本
庁
舎
建
設
事
業

　

経
年
劣
化
に
よ
り
耐
震
性
が
低
下
し
て
い

る
市
役
所
本
庁
舎
を
建
て
替
え
る
こ
と
で
、

防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
確
保
し
、
安
定

的
な
行
政
運
営
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

定
住
促
進
対
策
事
業

　

多
様
な
移
住
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
か
つ
迅
速
に

対
応
し
、
定
住
促
進
を
図
る
こ
と
で
、
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

高
潮
避
難
周
知
啓
発
事
業

　

高
潮
に
対
す
る
正
し
い
知
識
や
浸
水
範

囲
、
避
難
経
路
な
ど
を
周
知
し
、
高
潮
発
生

時
の
迅
速
か
つ
適
切
な
避
難
を
確
保
し
、
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
ま
す
。

な
が
と
ス
ポ
ー
ツ
公
園
整
備
事
業

　

市
民
ニ
ー
ズ
の
高
い
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス

を
備
え
た
ス
ポ
ー
ツ
公
園
施
設
を
整
備
し
、

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
憩
い
と
交
流
の
場

を
提
供
、
健
康
増
進
に
も
寄
与
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
道
路
橋
り
ょ
う
新
設
改
良
事

業
な
ど
全
192
事
業

重
点
施
策
３

協
働
と
連
携
の
体
制
を
築
く

地
域
お
こ
し
協
力
隊
設
置
事
業

　

地
域
外
の
人
材
を
積
極
的
に
誘
致
し
、
地

域
活
力
の
維
持
・
強
化
の
一
助
と
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
人
材
の
定
住
・
定
着
を
図
り
ま

す
。

集
落
機
能
再
生
事
業

　

地
域
の
諸
課
題
を
把
握
・
解
決
す
る
組
織

と
し
て
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
設
立
、
活
動

を
支
援
す
る
こ
と
で
、
人
口
減
少
や
過
疎
化

に
伴
い
弱
体
化
し
つ
つ
あ
る
集
落
機
能
の
再

生
を
図
り
ま
す
。

市
民
活
動
団
体
活
性
化
事
業

　

市
民
活
動
団
体
が
主
体
的
に
行
う
事
業
を

支
援
す
る
こ
と
で
、
市
民
活
動
団
体
の
育
成

と
活
性
化
を
図
り
、
多
様
化
・
複
雑
化
す
る

市
民
ニ
ー
ズ
へ
対
応
し
、
社
会
的
課
題
を
解

決
に
導
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
美
し
い
農
村
再
生
支
援
事
業

な
ど
全
34
事
業

重
点
施
策
４

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
キ
ャ
ン
プ

招
致
に
よ
る
、
新
た
な
活
力
を
築
く

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９

長
門
市
キ
ャ
ン
プ
招
致
事
業

　

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
日

本
大
会
の
キ
ャ
ン
プ
招
致
を
行
い
、
子
ど
も

た
ち
に
夢
と
希
望
を
与
え
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
起
爆
剤
と
す
る
新
た
な
観
光
活
力
の
推
進

に
つ
な
げ
ま
す
。

俵
山
地
域
ス
ポ
ー
ツ
交
流
活
性
化
事
業

　

俵
山
ス
パ
ス
タ
ジ
ア
ム
の
再
整
備
に
よ

り
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
キ
ャ
ン

プ
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
、
合
宿
誘
致
や
交

流
人
口
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
図
り
、
地
域
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
人
口
拡
大
推

進
事
業
な
ど　

全
５
事
業

重
点
施
策
５

持
続
可
能
な
行
財
政
基
盤
を
築
く

公
共
施
設
等
解
体
撤
去
事
業

　

計
画
に
基
づ
き
、
老
朽
化
施
設
を
解
体
撤

去
し
、
周
辺
住
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
、

市
有
財
産
の
利
活
用
を
図
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
推
進
事
業

　

善
意
の
寄
附
金
を
市
の
財
源
と
し
て
活
用

す
る
と
と
も
に
、
１
万
円
以
上
の
寄
附
者
に

「
長
門
ふ
る
さ
と
便
」
を
届
け
る
こ
と
で
、

特
産
品
の
販
路
拡
大
と
本
市
の
Ｐ
Ｒ
を
推
進

し
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
収
納
導
入
事
業

　

市
税
な
ど
を
対
象
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
収
納
を

導
入
す
る
こ
と
で
、
納
期
内
納
付
や
利
便
性

の
向
上
、多
様
な
納
付
環
境
を
確
保
し
ま
す
。

仙
崎
公
民
館
指
定
管
理
事
業

　

仙
崎
公
民
館
の
管
理
運
営
を
地
域
団
体
に

委
託
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
固
定
資
産
台
帳
シ
ス
テ
ム
整

備
事
業
な
ど
全
20
事
業

▲現在 6人の長門市地域おこし協力隊

▲活動団体と中学生が看板製作

▲キャンプの練習場となる俵山スパスタジアム

▲「長門ふるさと便」のひとつ、トラフグ刺身セット

▲現在の長門市役所本庁舎 ▲デマンド交通による交通弱者支援（俵山地区）

▲ながとスポーツ公園の完成予想図


